
 

 

 

 6月１日（木）～２日（金）、陸中海岸青少年の家でグリーンキャンプが行われました。初日は快

晴、二日目も多少雨の降る時間もありましたが、計画していたプログラムは予定通り実施できまし

た。帰校後の解団式では、「『みんなで協力し、友達とのきずなを深め、思い出に残る楽しい活動に

しよう』は守れたと思います。」という、代表からの総括がありました。全員がスローガンをしっか

り意識し、充実した時間を過ごしたことがうかがわれます。行事を通して、高学年としての逞しさ

を増した５年生、これからの活躍も期待しています。 
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令和５年度 第４号 

令和５年 ６月９日 

文責 校長 吉田 浩規 

体験をとおして心と体で感じた“きずな”と“協力” 
 

キャンプファイヤー 

ウオークラリー 

沢登り 
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大きく成長した５年生 

６年生からのメッセージ 

５年生が学校に戻ってくる日、５年教室には、６年

生からのメッセージ！さすが、６年生です♪ 
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「自己肯定感ってそもそも何ですか？」 

前回、自己肯定感を次のように定義しました。 

 

 心理カウンセラーの中島輝氏は著書「自己肯定感の教科

書」の中で、自己肯定感を支える柱（項目）として、関連

用語の意味を以下のように整理しています。 

『自尊感情』……自分には価値があると思える感覚 

『自己効力感』…自分にはできると思える感覚 

『自己受容感』…ありのままの自分を認める感覚 

『自己決定感』…自分で決定できるという感覚 

『自己信頼感』…自分を信じられる感覚 

『自己有用感』…自分は何かの役に立っているという感覚 

 

この６つの柱は、その内容から、図 1のように３つの種類

に分類できます。また、それぞれの項目の関係を図に表すと、

図２のようになります。自己肯定感の土台にあるのが、“今

の自分で OK！”と思えるような自尊感情であり、そのうえ

で、“自分に対する自信”が持てたり、“自分で決めて行動”

できたりします。さらに、その行動が他者に評価され、“自

分は役に立っている”という自己有用感につながります。 

 

これらの関係性に注目して、東京

都教職員センターと慶應義塾大学が児

童生徒の自己肯定感を共同研究した資

料（図３）によると、自己肯定感の低い

児童・生徒には右のような特徴がみら

れるそうです。 

 

本校児童の自己肯定感の実態につい

ては、次号でお知らせいたします。 

 

 

＜東京都教職員センターH22研究紀要より＞ 

で、自己肯定感を高めよう① 
 

図２ 

自己肯定感とは？ 

「ありのままの自分をかけがえのない存在として、肯定的・好意的に受け止めることができる感覚」     

図 1 

  

 

６月１日より、岩泉小学校ホームページを開設しました。 

 本校の教育活動を広く発信していきます。 

 右のＱＲコードから見ることができます。よろしくお願いします。 

学校ホームページ開設のお知らせ 
 

 
岩泉小学校 

ホームページ 

図３ 


